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(wollen..・過去分詞 haben)についての一考察

神 久聡

O. 序

( wollen ・・・過去分詞 haben)の解釈、受動の構造

2. ， haben'の機能

3. 自動詞を用いた場合

4. ， haben'以外の動詞

5. 目的語補語となる形容詞句との比較

6. まとめ

O. 

本稿では、 Di et巴rWunderlichの nModalverben im Diskurs und im System n 

( 1980 )の示唆のもとに、 Cwollen …過去分詞 haben)の構文について、特に Chaben )を

中心に若干の考察を加えたい。

1) 
法助動詞には、客観用法と主観用法とが認められている。 wollenについて前者の用法では、命

題文(wollenを用いた文から wollenを除いた部分で構成される文のζ と〉で示される事柄の実

現に対する文主語の「意図、意志、願望」を意味する。一方、後者の用法では、 wo11 enは命題文

で示される事柄の、主語による「主張」を意味し、同時にその事柄に対する話者の態度、 「疑念、心

理的距離」を意味するものと2包解されている。

次の文

(1) Anna will das Auto repariert haben. 

には、 Wunder1 ichの説明にならえば、 (1)に異なる時の副詞を付加した文(2)、(3)によって、ふた通

りの解釈が明らかiζなる。
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(2) Anna will bis morgen das Auto repariert haben. 

(3) Anna will gestern das Auto repariert haben. 

(2)、(3)のどちらも(repariert haben )を完了不定詞として扱うが、文(2)は、 「アンナは明日ま

でに車を修理してしまいたい」の意味に、一方(3)は、 「アンナは昨日車を修理した、と言っている」

と解釈される。前者が客観用法の意味で、後者が主観用法の意味の解釈である。 (2)では、 ( repa-

riert haben)は未来完了の代用である。

文(1)にはもうひとつの解釈の可能性がある。とこで文(1H乙(von Max )を入れた文を考えてみよ

つ。

(4) Anna will von Max das Au to repar i ert haben. 

文(4)は、 WunderlichICよれば次の(5)の文で想定される場面から十分類推できるものである。 (4)で

用いられている， wo 11 en I は客観用法で解釈されるととになる。

(5) Anna sagt zu Max: H Reparier mir doch mal das Auto! H 

3 ) 
文意を把握すれば、 (5)の命令表現の代りに(6)で示されるように、願望をあらわす文が導かれる。'

(6) Anna will， da，8 Max ihr das Auto repariert. 

更に(6)の従属文を受動化した(7)、そして bekommenを用い、同義とみなされる(8)(9)が導かれる。

(7) An n a w i 11， d a，8 i h r d a s A u t 0 v 0 n M a x r e p a r i e r t w i r d. 

(8) Anna will， da，8 sie von Max das Auto repariert bekommt. 

(9) Anna will von Max das Auto repariert bekommen. 

乙とで(9)と(4)は同義で解釈され、即ち(4)は、 「アンナはマックスに車を修理してもらいたい(と思っ

ている )Jという解釈になろう。

文の構造lζ注目すると、 (2)(3)で用いられている(haben )は完了態をつくるための(助)動詞であ

る。一方乙れとは異なり、 (4)の(haben )については、次の文酬の(haben )と同じ機能の不定詞
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と見なされよう。

(10) Anna will den Apfel haben. 

すなわち、 (4)と同義の文(8)(9)の構文に注目すれば、 (von Max das Auto repariert)は受動

の構造をもっている句と考えられる。乙の句は文構成上、いわば仰の(den Apfe 1 )に対応するも

のと解釈できょう。とれに従えば、受動構造の句は深層でNPIC、一方、完了不定詞句l乙含まれる

( b i s m 0 r ge n / ge s t e r n d a s Au t 0 r e pa r i e r t )はVPI乙属するものとして分析されるこ

とになる。 Wunderlichの分析にならえば、 (2)(3)、(4)は表層iζ近い樹形図で、(2')(3')及び (4つとし
4) 

てそれぞれ示されよう。，
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2. 

は、

(4つ

NP 

Anna 

S 

VP 

骨子イノ¥¥

/へ¥haben

ム ζ こ〉
das Auto von Max repariert 

MV 

will 

「…してもらいたい」という意味をもっ(4)と同様、受動の構文を含むと考えられる次の文、(11)-日

(11) Anna will von Max das Buch gekauft haben. 

(12) Anna will von Max den Hund verjagt haben. 

(13) Anna will von Max den Kerl totgeschossen haben. 

それぞれ次の (_a)(_b)の文で示される意味に対応しており、 1章で述ぺた場合と同様に導か

れるものと考えられる。いずれも(von Max )は受動文内のAgens (動作主)を示している。

(lla) Anna will， daβihr das Buch von Max gekauft wird. 

(l1b) Anna will， da，8 sie von Max das Buch gekauft bekommt. 

(12a) Anna will， da，8 der Hund von Max verjagt wird. 

(12b) Anna w i 11， daβs i e von Max den Hund ver j agt bekomm t. 

(13a) Anna will， da，8 der Kerl von Max totgeschossen wird. 

(13b) Anna will， da，8 sie von Max den Kerl totgeschossen bekommt. 
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ζ 乙で法助動詞を用いている文と、そ乙iζ含まれる命題文との関係を考えてみたb、。さて例えば、

法助動詞文酬の命題文というのは、日目)の文から法助動詞 Cwi 11 )を除いた文凶である。

(10) Anna C will ) den Apfel haben. 

(14) 加 nahat den Apfel. 

(10)と、その命題文凶との対応関係について言えば、凶は事実的な乙とがら(実現された状態)を示し

ている。一方叩では、 C wi 11 Jを用いるととにより、命題文凶で示されている事柄の実現を、主語

が意図し、又は望んでいるととを示しているという対応関係がある。

そ乙で(1印の命題文を凶で示したのと同様に導くならば、 (4)の命題文は、文聞として導かれる。

(15) Anna hat von Max das Auto repariert. 

同様iζ、日1l112)聞に対する命題文は、それぞれ(1日間凶で示される文となるはずである。なお*は非文で

ある乙とを示している。

(16) Anna hat von Max das Buch gekauft. 

(17) Anna ha t von Max den Hund ver j agt. 

(18)* Anna hat von Max den Kerl totgeschossen. 

しかし、 (4)で受けた解釈、即ち、 「アンナは7 ックスに車を修理してもらいたい(と思っている )J、

から導かれるべき命題文は、 「アンナはマックスに車を修理してもらう」である。しかし(4)の命題文

として想定した文聞は、完了文としての解釈、 「アンナはマックスの車を修理した」だけが可能であ

り、しかも Cvon Max )は(4)では、受動構造の Agensを示すものだったのに対し、(l日では、

C das Au t 0 Jを修飾する所有の Cvon …〕として解釈される。したがって、仰の命題文は凶であ

る、 という仰と凶との聞に見られた関係は(4)と仰の聞には成立していないととが明らかである。

とれは、日1lと仰との関係、 112)と聞との関係についても全く同様である。また闘の命題文として想定

した闘の文に歪っては非文である。

とζろで、文(l日~仰の Cha t )の代りに Cbekomm t )を用いた文自由~聞は、

(19) Anna bekommt von Max das Auto repariert. 

(20) Anna bekomm t von Max das Buch gekau ft. 
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(21) Anna bekomm t von Max den Hund ver j agt. 

φ2) Anna bekommt von Max den Ker 1 totgeschossen， 

「…してもらう」という意味で一義的に解釈され、完了文としての解釈は不可能である。 ζ 乙で聞は

(9)の命題文IC対応し、また(20)(21)22)はそれぞれ、 ntltl21及ひ'U3lの(haben )の代りに(bekommen Jを

を用いた次の文から導かれる命題文iζ対応する。

(20'うAnnawi 11 von Max das Buch gekauft bekommen. 

(21うAnnawill von Max den Hund verjagt bekommen. 

(22') Anna will von Max den Kerl totgeschossen bekommen. 

乙の章では、 ( wo 1I en )を伴っている文と、その命題文との対応を、受動構造を含んでいる

( wollen …過去分詞 habenJの構文の(haben Jに注目し、 ( bekommen )と比較しながら

観察してきた。その結果、 (4)と聞との関係と、聞と (20つの関係とを比較すると、 ( haben )が

( bekommen )と同じ機能を果せるのは(wollen…過去分詞 haben)の構文に用いられた場合

に限られると考えられる。

3. 

乙乙までは、受動構造内の動詞を他動詞に限ってみてきた。しかし、 ドイツ語では自動詞文も受動

化の対象になるので、乙乙で受動構造の中lζ 自動詞(の過去分詞)が用いられた場合を考察したい。

次の文闘を考えてみよう。

(23) Anna will， dat' Max ihr hilft. 

従属文を受動化すると (23')が得られる。側、 (23')は同義である。

(23') Anna will， dat' ihr von Max geholfen wird. 

乙ζで、 1章で示されたように、 (5)で示されるような状況のもとで、 (4)、(9)が刷、(7)から導かれた乙

とに従えば、上の文から

(?) 
(24) Anna will von Max geholfen haben'/ bekommen. 
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が導かd込。仰は Umga時 sspracheではあるが「アンナはマックスに助けて欲しいと思っている」
の意味で容認される。しかし、同じ方法で四(=(25つ)から、

(25) Anna wiIl， da，8 man hier tanzt. 

(25') Anna will， da，8 hier getanzt wird. 

同じ意味で闘を導く乙とはできない。

* じおtAnna will hier g巴tanzt haben / bekommen. 

則ち聞は、 ( bekommen )を用いた場合は非文であり、(haben )を用いた場合は、完了文の構

造としての解釈だけが許され、受動構造の解釈は不可能である。受動化の可能な自動詞文でありなが

ら凶を導くことは可能であっても、。6)を導くことはできないというとの違いは、受動構造の中での

Agensが明示され得るのか否か、という面iζも理由を求める乙とができるかも知れないが、しか

しいずれにしても、過去分詞で示される動詞の統語素性、意味素性のいずれによるものか、考察の余

地がある。同時に今後なお多くの自動詞について観察しなければならない。 ζ こでは、自動詞の受動

6) 7) 
構造lと、 ( wo 11 en …haben )の構文の中で容認できるものがある'乙とを指摘するだけにとどめた

b 、。

4. 

すでに示したように、 〔受動構造 haben)の構文で、 ( hab巴n)の代りに Ibekommen'を

用いると「…してもらう」という意味で一義的となる。乙の構文で(bekommen )の代りに(kr ie-

8 ) 
gen)， (wissen) などを用いる乙とができ、次の文が得られる。

間 Annawill von Max das Buch gekauft wissen. 

(28) Anna will von Max den Ker 1 t otgeschossen kr i egen. 

間， (28)の命題文として (2γ)， (28')が考えられよう。

(27つ*Annawe M von Max das Buch geka11ft. 

(28') Anna kriegt von Max den Kerl totgeschossen. 

-79ー



しかし (27つは非文であり、一方 (28')は Umgangsspracheとして容認できる。

ととろで 2章では次のように論じてきた。次の二文の対応関係について、

日1) Anna will von Max das Buch gekauft haben. 

日目 Anna ha t von Max da s Buch gekauft. 

(11)は「マックス lζ本を買ってもらう」の意味を含んでいるが、(11)からは、(16)で示されるような命題文

を導く ζ とは不可能だった。一方次の(9)と仰の関係では、

(9) Anna will von Max das Auto repariert bekomm巴n.

日明 Anna bekomm t Von Max das Au to repar i er t. 

(9)から闘を導く乙とは可能だった。

乙れらの対応関係と、(27)ゥ、ら (27つは導けないが、 (28)ゥ、ら (28'つは導く ζ とが可能であるという対

応とを比較してみると、統語上、 wissenは habenIζ近い動詞、 kriegenは bekommenIζ近

い動詞と言えよう。

過去分調であらわされる動詞との関係では、 bekommenは比較的多くの動詞と結びつくが、そ
9) 10) 

れ以外の動詞は、その結びつきに制限があるように恩われる。

5. 
11) 

次に、形容詞を目的語補語 として用いている次の克29)と、

ω。lch trinke Milch heit'. 

対19)、(4)(9)とを比較してみたb、。

(19) Anna bekommt von Max das Auto repariert. 

(4)(9) Anna will von Max das Auto repariert haben/bekommen. 

すると、閣の， he it" と(19)(4)の 'repariert'との聞には構造上よく似た関係が存在するように思

われる。
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はじめに闘と(19)とを比較しよう。すなわち側は (29つの樹形図で、また(19)は、 (4勺にならい(1ダ)

の樹形図で示される構造をもっと考えられる。

(29つ

S 

..----ム¥¥

ich 一一〆こナ¥
/へ¥¥!trill日 n

(1的

S 

~\\ 

~h ~\\、\\、、

!/に;¥tfommL
iム//¥¥!

樹形図の点線枠で示されるように、聞の (Milchheiβ 〕と、(19)の(von Max das Auto 

repariert)の構造は一致し、 (29つの (hei，8)は (19つの受動構造Cvon Max repari ert) 

lζ対応している。つまり、闘で形容詞(hei，8)は Ctrinke )の目的語名詞(Milch)の、自民語

補語の役割を果しているが、 119)のCvon Max repar i er t )も丁度(da s Au t 0 )の目民間袴語と

して機能しているものと解釈されよう。したがって受動構造の (vonMax repariert)は仰の

C hei，8)同様、形容詞句として Cdas Au t 0 )の目的語補語の役割を果していると考えられる。

乙れは(4)についても同じ解釈ができょう。樹形図 (4つを参照すれば、 (haben)は

を支配しており、 C von Max repar i er t )は Chaben )の目的語(da s Au t 0 )の目的語、

( das Au t 0 )の目的語補語とはる形容詞句の地位を占めている乙とにはろう。

このととから、 (4)で用いられている(ha ben )は目的語を伴う他動詞の用法であり、一方(2)(3)の

完了不定詞Crepariert haben)の(haben )は、 Tensを示す〈助)動詞として用いられて

いるという違いも理解されよう。

とζで、 3章で述べた自動詞の受動構造を含む文幽の構造について触れておきたい。倒で、

凶Annawill von Max geholfen bekommen. 
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( bekommen )自体は、 4格目的語を伴うべき他動詞であろうが、しかし (vonMax gehol fen ) 

を4格目的(相当)語とみなすζとは不可能である。結局側では、 ( bekommen )の目的語は表層

で削除されたものと解釈するのが合理的であろう。したがって、他動詞の受動構造の場合(4')と同

様、自動詞の受動構造全体を、 ( bekommen )の支配を受ける NPと考えるならば、乙のNPは、

NPと、 AdjP ( von Max geholfen )とに枝分かれする構造になると仮定されよう。そして乙

のNPとそ、表層で削除されるものと考えられる。

。。

NP 

Anna 

S 

VP 

~\\ 
VP 

~\\ 
V 

V 

will 

/'¥ bekomm巴n

NP AdjP 

A /〈¥
von Max gehol fen 

その消去される ζとになると考えられるNPIζ、自動詞受動文(Es wi rd Anna Von Max gehoト

fe n. )の非人称主語の(e s )をたてるととも仮定できるように恩われるが、現在のと乙ろまだ結

論は出ていない。

6. 

1、 2章で述べたように、 (woll en…過去分詞 habenJの構造で、 〔…過去分詞〕が受動構造

として解釈を受けるととが可能なととから、用いられている動詞(haben )を中心に、その使用や、

全体の構造にかかわるいくつかの間題について考察してきた。その結果「…してもらいたい(と思っ

ている )Jという解釈を受ける場合、 (wollen …過去分詞 haben)の構造についておよそ次の乙

とが観察された。

1 )受動構造lζ含まれる動詞(過去分詞)は受動可能な他動詞、そして一部の自動詞である。

2)受動構造の中lと、必ずしも表面に現われる必要はないと考えられるが(von …〕でぶ九れる

Agens の存在が必要と思われる。
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3) 'haben'は、 ( wollen…過去分詞 haben)の構造を離れる(例えば命題文を形成する)

と、全く別の意味をもっ。

4) (haben)は他の動詞、 ( bekommen )， (kr i egen )などとの置きかえが可能である。

5)受動構造の中で名詞が用いられている場合、 ( von …過去分詞〕は、その名詞の、自民間補語の

役割を果す形容詞句と見なされよう。

と乙ろで、各例文はインフォーマント』ζ確かめたものではあるが、なお吟味する必要がある。特に、

「…してもらいたい」をあらわす構文で、 ( bekommen )ではなく(haben )を用いた文自体が

Umgangssprache Iと属する文と考えられ、それだけに用い方に個人差が大きいととにも考慮の余

地があるだろう。

(haben)1ζ置きかえられる(bekommen J， ( kri egen )はどと過去分詞の結びつき

( K 0 I I ok a t i on )の問題、また自動詞による受動構造については更に観察の必要がある。本稿で

は、法助動詞は (wollen)1ζ限ったが、他の法助動詞との関連について更に研究する乙とが今後

の課題である。
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注釈

1) Duden， Grammatik 67頁以下参照。

2) Brinkmann 398頁、 Wunderlich 23頁参照。

3) (6)(7)(8)で用いられている wo11 enは独立用法で、 「…を欲する」という意味で用いられる。

これは mochteIと交換可能である。 daft・文を直接従える乙とのできる法(助)動詞は

wollenの他にない。なお、命令法は、法助動詞の中で woJl en以外にはないとと、また、

法(助〉動詞自体の受動態は、 konnen及び wollenが本動詞として用いられた場合以外に

は認められていない乙と、などは周知のとおりである。

4) (2)(3)と(4)についての構造は、 Wunderli ch にならえば次のように分析される。

(2勺(グ)(Anna(({ ~~~t.:~~~~_ }(((das Auto)repariert)haben))will)) 
blsmorgen 

( 4 H) (An n a ( ( ( ( d a s Au t 0 ) ( ( v 0 n Ma x ) r e p a r i e r t ) ) h a b e n ) w i 1 1 ) ) 

乙乙では [dasAuto repariert JがVPIと属するのか、 NPIζ属するかの違いが論点

になっている。

とζろで Wunderlich は、法助動詞の記述に主観用法と客観用法の区別を設けるのは無

意味だとの主張(Wunde r 1 i ch 19 - 20頁)をしており、本文で述べたような、 (2)の客観

用法、 (3)の主観用法の聞に、構造上の区別をつけず (2勺=(36)として記述している。

生成意味論の立場では、たとえば Rossにならえば、法助動詞は、客観用法では、深層で他

動詞として、また主観用法では自動詞として記述される。

5) bekommenを用いる場合は問題はなさそうであるが、 hab巴nを用いた場合、 (23りと同義

にならないとするインフ才一マン卜もいたので、容認度が低い(であろう)という意味で(?)

を付けている。

6) geholfenの代りに geantwortetは容認されたが、 davongesprochenは疑問とされ

守-

'‘、.0

7) bekommenとPassiv(過去分詞)の結びつきにおいては、他動詞(Handlungsverb) 

の過去分詞と結びつくとされており、自動詞の過去分詞との結びつきの可能性については触れ

ていない。 Wunderlichも、自動詞による Passivと bekommen/ habenとの結びつ

きについて触れていない。また Curmeによると、共に用いられるべき目的語は削除可能な

場合がある。

Brinkmann ( 217，291，579頁)， Curme ( 297頁)， Schu 1 z ・Gri巴sbach( 62 

頁)参照。

8) wi s s enを用いた場合、 bekommenとは違って、主語が「本を手lと入れる」乙とを望む意
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味は薄れ、しかも命令の意を強く示す文として用いられるようである。統語的には haben

の代りに Wlssenを用いても問題はなb、。

9) インフォーマン卜によれば、 totgeschossen Iζは、 bekommenより、 kr i egenとの結

びつきの方が自然、であるということだった。 ζの結びつき方の差は何に由来するのであろうか。

bekommenとkriegenを比較すると前者は HochspracheIζ属する語、 kriegenは

Umgangssprache寄りの語とみなされるようである。もしかすると totgeschossenが

Umgangssprache寄りの語と見なされる(匂故lζkriegenと結びつき易いのであろうか。

また、このようなレベルの問題とは無関係に、意味上の関連を考慮すべきかも知れないが、そ

の基準は今のと乙ろ不明である。

1 0) Duden ( 95頁)に見られるように、 Passivと共に用いられる動詞として、 erhalten 

も挙げられているが、本稿の例文で用いられている過去分詞とは結びつかない様なので、特lζ

触れなかった。ただし「物を確認してもらうJ= ( et・best五tigt erhalten) (Duden， 

Das gro，8e Wδrterbuch der deutschen Sprache)などには用いられる。注釈 9)

でも触れたように、矢張り、受動の過去分詞がどの動詞と結びつくのかという Kollokation 

の問題は考察の余地がある。

1 1) D u d e n. Gr a m m a t i k 2 20頁参照。

1 2) (von …〕の意味について Wunderlich (24頁)は次のように説明している。

(a) Moritz will (von Juliane) einen APfel haben. 

(b) Moritz wilI (von einemFachmann)das Auto repariert haben. 
-問、J町、，、p、目、，‘w

(b)の(von e i nem Fachmann )は(a)の vonJul ian巴と同じはたらき、すなわち、出所

-由来を意味する。同時に (b)の(von…〕は、出所・由来という意味のほかに受動構造

内のAgensをも示すというふたつの役割をあわせ持っている、と指摘されている。従って

(b)の場合の(von …〕は、受動か起源(由来)かの区別がなくなっている乙とになる。との

両用の(von …〕を示す(b)の構文は、 wollenとmochte以外の法助動詞には認められな

い、としている。

一方(b)の語順を変えたいjの構文では、

I will I 
(c) Moritz (muβ~ das Auto (von einem FachmannJ repar iert haben. 

( von …〕は受動構造内の解釈だけが認められ、乙の構文の場合は他の法助動詞も置きかえ

可能としている。また、 habenの代りに bekommenを用いれば、 (b)の構文の場合でも、

他の法助動詞に置きかえ可能だと述べている。

(b) (c)を比較すると、語j顕の違いが大きな要素となっているようにも思われるが、インフォー
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マントによっては、 (b)(c)Iζ全く違いを認めない場合があり、一義的には決定できないようで

ある。

(北海道薬科大学講師)

-86-


	10011880.tif
	10011881.tif
	10011882.tif
	10011883.tif
	10011884.tif
	10011885.tif
	10011886.tif
	10011887.tif
	10011888.tif
	10011889.tif
	10011890.tif
	10011891.tif
	10011892.tif
	10011893.tif

